第５章 豊かな個性と人間性を育むまち

第1節 生涯を通じて学ぶ心を育み、学ぶ環境を整えて生涯学習社会の実現をめざす

	・　「生涯学習ニュース」を発行し、市民への生涯学習の普及啓発に努めるとともに、市民生涯学習推進講座（ときめき大学、婦人短期大学、家庭教育学級事業等）を推進し、学習機会の提供に努めた。

・　「生涯学習推進基本構想」に基づき、これまでの生涯学習推進に関わる取り組みを推進、各種施策を展開した。


  １  生涯学習推進経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)

○生涯学習情報の提供

　　　　　生涯学習ニュース「明日をひらく窓」　　　　　　年  １回　（全戸配布）

「明日をひらく窓・家庭版」　　年  ４回　（幼・小・中）

生涯学習情報　　　　　　　　　　　　　　　　　年　６回　（各種委員）

生涯学習ガイド　　　　　　　　　　　　　　　　年  ６回　（市内公共施設）

生きがいダイヤル（子育てアドバイス）　　　　　２４時間　年２４テーマ

○各種会議の開催

　　　　　登別市生涯学習推進協議会　　委員１６人　　年２回

登別市生涯学習連絡会　　市内小中学校、教育委員会、市長部局との意見交換　　年２回
  ２  市民生涯学習推進講座経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ５社会教育費)
登別市ときめき大学　　　　　　　　１０講座 延２，９６２人（学生数５５１人）

　内容～講演２回、世代間交流、社会見学旅行、芸術鑑賞２回

登別市婦人短期大学　　　　　　　　３８講座 延１，９０９人（学生数１９７人）

　内容～教養コース８回、くらしの賢者コース７回、ふるさと物知りコース７回、

国際理解コース９回、すこやか元気コース７回

家庭教育学級　　　　　　　　　　　７５講座 延１，５５６人（      １５学級）

　内容～子育て、家庭のあり方、子ども理解

　
第2節 一人ひとりの個性を伸ばし、豊かな心を育てる

	・　多様な教育環境に対応するため、スクールカウンセラーの配置、入浴体験学習の推進、外国青年招致事業、小学校・中学校へのコンピュータ導入、子ども地域交流プラザの実施、不登校・いじめ等対策など、心の教育や体験を重視した教育活動に努めた。

・　障害を持つ児童生徒の個々の状況や特性に応じるため、言語治療教室の運営を支援するとともに、特殊教育学級を新設し、教育環境の整備に努めた。

・　各学校施設や設備等の改善に努めるなど、教育施設の整備を推進した。


  １  「心の教室相談員」活用調査研究受託事業　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)
　　　　相談員配置　　　幌別中・鷲別中・緑陽中・登別中

　　　　　　　　　　　　１校あたり概ね週３日程度，年間３２０時間

　　　　相談内容　　　　友達関係、進路関係、親子関係、登校拒否、いじめ等
　２  スクールカウンセラー活用調査研究受託事業　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)
　　　　配置　Ｈ８～Ｈ９　鷲別中（単独校方式）　Ｈ１０～Ｈ１１　幌別中・鷲別中（巡回方式）

　　　　　　　Ｈ１２～Ｈ１４　西陵中（拠点校方式）

　　　　スクールカウンセラー　　菊池　弘光（日鋼記念病院臨床心理科長）

　　　　配置内容　年７０回（４月～３月）

　　　　相談内容　いじめ、登校拒否、友人関係、進路、性の悩み、親子関係等
  ３  私立幼稚園就園奨励費補助金　　　　　　　　　　　　　　　 　　(10教育費  ４幼稚園費)
補助対象人員　４８２人　　
  ４  私立幼稚園特別就園奨励費補助金　　　　　　　　　　　　 　　　(10教育費  ４幼稚園費)
補助対象人員　２８４人
  ５　私立幼稚園教材教具整備事業補助金　　　　　　　　　　　　　　 (10教育費  ４幼稚園費)
　　　補助対象人員　５２０人

６  市立・私立幼稚園学校給食指導事業　　      　　　　　　 　　　(10教育費  ４幼稚園費)
指導対象人員　３０９人

  ７  私立幼稚園協会教職員研修費補助金　      　　　　　　 　　　　(10教育費  ４幼稚園費)
　　　　私立幼稚園教諭の資質向上を図るための支援補助

  ８  幼稚園教育実践研究奨励費　　　　　　　　　　　　　　　 　　　(10教育費  ４幼稚園費)
　　　研究奨励園　　富士幼稚園

　　　研究主題　　「幼児期にふさわしい生活を考える」

　　　研究内容　　①幼児の発達の筋道を明らかにしていく

　　　　　　　　　②幼児が主体的に園生活を送るための環境や援助を探っていく

　　　　　　　　　　③一人ひとりの幼児を理解する手立てを工夫していく
  ９  児童生徒遠距離通学費補助金　　　　　　　　　　　　　 　　　(10教育費  １教育総務費)
補助対象人員　小学校　３校  ５３人

中学校　３校１０３人
１０  スクールバス運行経費　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　(10教育費  １教育総務費)
　　　　札内地区及び来馬町に居住する児童生徒が通学するための送迎用スクールバスの運行

　　　　　　　　　小学校　　６人

　　　　　　　　　中学校　　５人

　　　　　　　　　運行日数　　２７０日

１１  要・準要保護児童生徒就学援助費　　　　　　　　　　　(10教育費 ２小学校費・３中学校費)
小学校　４６２人

中学校　２３３人
１２  登別温泉入浴体験事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)
参加児童総数　４８７人（各小学校３年生）
１３  教育実践研究奨励経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)
児童生徒の豊かな人間性を育てるため、実践奨励校を指定し、教育振興及び教育内容等の充

実を図る。

〇実践奨励校　　小学校５校、中学校５校

〇事業内容

　　　　研究主題に基づく研究、成果の公開研究会、研究紀要作成等

１４  外国青年招致経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)
事業内容

市内中学校での英語指導及び市民対象の英会話教室

市内小学校での交流及び地域住民などとの交流
１５  生活科実施等経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ２小学校費)
対象学校数　９校（全小学校）

 eq \o\ad(事業内容,　　　　　)　動物の飼育・学校菜園
１６  小中学校情報教育推進事業　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ２小学校費・３中学校費)
　　　　事業内容　　小中学校の情報教育の推進を図るため、年次的にパソコン等の情報通信機器の整備をする。

　　　　　　　　　　全小中学校、教員用、学校事務用、センター用　　合計　４１５台

１７  特色ある学校経営推進経費　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ２小学校費・３中学校費)
　　　地域の特性を生かした創意ある活動に努め、地域に根ざした魅力ある学校づくりを推進した。

　　　　取り組み内容　各学校での環境教育や情操教育の推進

　　　　　　　　　　　ＰＴＡとの連携による教育懇話会や親子ふれあいの行事の推進

　　　　　　　　　　　児童生徒の指導に活用する学校ボランティア推進アドバイザーの導入　等

１８  総合的な学習活動研究推進事業                                (10教育費 １教育総務費)
　　　　平成１４年度の学習指導要領改定による、総合的な学習の時間の新設に向けて、児童生徒が地域の人材や自然・文化等に触れ、豊かな人間性や社会性を学び、自ら考える力を育成して自由な学習環境の中で学ぶ総合学習への取り組みについて調査研究し、その推進を図った。

· ネイチャ－センターでの自然体験学習

· 公共施設での視察見学の実施
· 近隣市町村での体験学習の実施　等
１９  子ども地域交流プラザ実施経費　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)
　　　　①登別市「子ども地域交流プラザ」運営委員会　　会議　年２回　　運営委員１６名

　　　　②中学校区運営委員会

　　　　③学校施設の開放　　第２土曜日

　　　　④社会教育施設・市有施設の開放　　第２・４土曜日

　　　　⑤「ふるさとのぼりべつＹｏｕ・ガイド」の発行　　新１年生全員に配布

　　　　⑥体験活動資料の作成　　１５０部　　小中学校・社会教育委員・運営委員等に配布
２０  不登校・いじめ等対策経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)
主な事業内容

①教育相談　専門相談員２名　月～金　９：００～１７：００　

②不登校・いじめ等対策会議　年２回開催

③教職員を対象とした研修会　年２回開催

④父母懇談会の開催　　　　　毎月第２火曜日実施

⑤広報誌「手をつなぐ親と子」年３回発行等

２１　若草小学校大規模改造設計委託事業　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ２小学校費)
　　　　老朽化した校舎・屋内体育館の大規模改造実施に伴う設計委託を行った。

２２　小中学校受水槽内部改修事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ２小学校費)
青葉小学校給水システムの更新（加圧給水設備設置、消化ポンプ更新）
２３　登別温泉小学校校舎改修事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ２小学校費)
　　　　老朽化した施設の改修（廊下の掲示板・床の改修・職員水洗便所の改修）

２４　若草小学校プール整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ２小学校費)
　　　　ろ過循環設備の漏水箇所改修

２５  緑陽中学校グランド防球ネット整備事業  　　　　　　　　　　　　(10教育費 ３中学校費)
　　　　グランド防球ネットの嵩上げ及びバックネット新設
２６  給食センターボイラー更新事業　　　　　　　　　　　　　　　　 (学校給食事業特別会計)
老朽化し耐用年数を経過した蒸気ボイラーを更新
２７  教育施設水洗化事業　                                        (10教育費 １教育総務費)

若草町の教員住宅を水洗化（４棟７戸）

２８  教員住宅整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)
建物の改修、補修により耐久性の維持や居住環境の改善を行った。
２９　特殊教育学級新設経費　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ２小学校費・３中学校費)
　　　　新設学校　　幌別中学校　　１学級　２人

　　　　　　　　　　登別小学校　　１学級　１人

３０　特殊教育就学奨励費　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ２小学校費・３中学校費)
　　　　特殊学級に就学している児童生徒の保護者に対して、必要な費用を援助。

　　　　　小学校　１２人　　中学校　６人

３１  言語通級指導教室経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)
　　　　運営内容　　幼児部、小学部の入級判定　・保護者との教育相談　・言語指導

　　　　治療対象者数（Ｈ１５．３）　幼児　３１人　　児童　３２人
３２  就学指導委員会経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)
　　　　就学指導委員会の開催　　　　　　年２回

　　　　専門委員会の開催（判定委員会）　年５回

　　　　専門委員による学校訪問調査の実施（各小中学校）

　　　　就学指導委員　医師２人、特殊学級設置校長９人、特殊学級担任教諭１１人、

児童福祉関係者１人、学識経験者１人　
３３　校長会運営事業補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)
生涯学習社会における学校教育の役割を担う校長の資質や能力向上を図るため、運営事業費の一部を補助した。
３４　小学校体育連盟助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ２小学校費)
市内小学校の体育振興と健康的なスポーツを通じて、交流と親睦を深めることを目的とする小学校体育連盟の運営事業費の一部を助成した。
３５　中学校体育連盟助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ２中学校費)
市内中学校の体育振興と健康的なスポーツを通じて、交流と親睦を深めることを目的とする中学校体育連盟の運営事業費の一部を助成した。
３６　教育研究会運営事業補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)
学校教育の資質の向上を図るため、補助した。
３７　胆振僻地複式教育連盟登別支部運営事業補助金　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)
複式教育の充実と僻地条件の改善を図るため、補助した。
３８　特殊教育振興協議会運営事業補助金　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)
障害児教育研究及び振興を図るため、補助した。
３９  登別高等学校定時制課程教育振興会補助金　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)
定時制教育の振興を図るため，運営事業費の補助を行った。
４０  私立高等学校教育振興補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)
私学教育の一助として、入学金や備品購入費の一部を補助した。
４１　ＰＴＡ連合会助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ５社会教育費)
子どもたちの健全な成長を願って活動するＰＴＡ団体に対し，財政的支援を行った。

ＰＴＡ連合会活動内容　　・教育委員会と懇話会の実施　・市Ｐ連研究大会の開催　

　　　　　　　　　　　　・母親研修会の開催　・ファミリームーブメントの実施

　　　　　　　　　　・広報誌の発行
４２　教育指導研究奨励費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費)

　　　　教育指導の充実を図るため、教師用の参考書等を購入するなど充実を図った。
４３  学校いきいきプラン事業（緊急地域雇用対策事業）　　　　　　　　(５労働費 １労働諸費) 
緊急雇用対策事業を活用し、各小中学校におけるコンピューターアシスタントとして校務支援を行った。

　　　　主な業務内容　　学校ホームページ作成、校内コンピューター実技研修講師、

校務支援プログラム作成　等

４４　言語障害教育研究協議会北海道大会助成金　　　　　　　　　　　(10教育費 １教育総務費) 

言語障害教育の在り方を求めるため、実践研究を深め、言語障害教育の質的向上を図る目的で助成。

第3節 いきいきとした学習の機会と場をつくる
	・　次代を担う青少年をはじめ市民の学習活動を促進するため、学習機会の提供を図るとともに、社会教育団体や各種市民サークルの支援・育成に努めた。


  １  公民館事業等経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ５社会教育費)
公民館講座に要する経費

・年越しは手打ちそばで教室（２回）　参加人数　３４人

・男女共同参画講演会「私達にもできるジェンダーフリー社会」　参加人数１３０人

・つけものフェスティバル　参加人数１４０人

・さかな博士教室　参加人数１７人

・市民マイプラン講座　３７団体　５２講座
  ２  ふるさと学習推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ５社会教育費)

　　　　事業内容　ふれあい体験（ふるさとふれあい農園、ジャンボかぼちゃコンテスト）

　　　　　　　　　ふるさと探訪（巡視船体験乗船）

　　　　　　　　　ふるさとゼミ（地引網体験）

　　　　　　　　　ふるさと広場（冒険キャンプ・サマーチャレンジ、ふぉれすと鉱山冬まつり、

パネル展）

　　　　　　　　　子ども地域交流プラザ

  ３  成人祭経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ５社会教育費)
期    日　平成１５年１月１２日

場    所　登別マリンパーク ニクス（ドルフィン館）

参加者数　４６５人

内　　容　式典、アトラクション（抽選会）
  ４  青少年育成指導経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ５社会教育費)

登別市生涯学習青年リーダー国内派遣研修

　期    日　平成１４年１１月２０日～１１月２２日

　場    所　静岡県掛川市、滋賀県守山市

　派遣人員　５人　引率者１人

登別市少年の主張大会

　期    日　平成１４年６月４日

　場    所　登別中学校体育館

　発表者数　１２人（各中学校２人）
  ５  青少年健全育成講演会経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ５社会教育費)

　　　　　期　　日　平成１４年１１月１４日

講　　演　「イベント現場からみた、子どもとその親」

講　　師　ＮＨＫ北海道ビジョン企画制作センター長　中本　亨　氏

　　　　　参加団体　登別市、室蘭市、室蘭・登別少年を守る会
  ６  ボーイスカウト登別第１団運営事業費補助金　　　　　　　　　　(10教育費 ５社会教育費)

　　　　　ボーイスカウト登別第１団の活動を支援することにより青少年の健全育成を図った。
  ７  子ども会活動振興助成金                    　　　　　　　　　(10教育費 ５社会教育費)
　　　　　事業内容　こいのぼりマラソン大会、ミニバレー大会、子ども盆踊り大会

かるた大会、中級リーダー研修会、広報「登子連」全戸配布など

  ８  室蘭・登別少年を守る会補助金　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ５社会教育費)

　　　　　活動内容　　特別講演会の開催（年２回）

　　　　　　　　　　非行防止活動への参加（社会を明るくする運動街頭パレード、

小中学校弁論大会など）

第4節 個性豊かなふるさとの文化をつくる
	・　優れた芸術にふれる機会の提供と市民各層の活発な文化活動を育む環境づくりを促進するため、文化・スポーツ振興財団に対し支援を行うとともに、各種文化団体や市民サークルの取り組む様々な文化活動の支援に努めた。

・ 知里幸恵生誕１００年を翌年に控え、プレ事業を実施した。


  １  児童・生徒文化振興助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ５社会教育費)
　　　　市内の小中学校、高校に在籍する児童生徒の文化活動を支援し、全道・全国大会出場する際の経費の一部を助成を行った。

　　　　助成団体～幌別中・緑陽中・登別中吹奏楽部
  ２  文化振興助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ５社会教育費)
登別市文化協会助成金

団体数　３６団体　２，５００人
  ３  （財）登別市文化・スポーツ振興財団運営・事業補助金　　　　　(10教育費 ５社会教育費)
· 事務局管理経費

事務局人件費、役員報酬、消耗品、車両リース等

○文化振興事業

　教室等開催事業 　 　１０事業（初心者英会話教室、ファミリー紙ねんど教室等）

　芸術鑑賞事業        　３事業（小中学生のための札響コンサート、親子文化祭等）

　共催事業　　　　　 　 ５事業（市民文化祭、文化・スポーツ2002、小中学生書初展等）

○スポーツ振興事業

　教室開催事業　　　　　９事業（少年水泳教室、パークゴルフ教室、初心者テニス教室等）

　大会開催事業（主催）　３事業（市民スポーツフェスティバル、市民パークゴルフ大会等）

　大会開催事業（共催）　５事業（市民ゲートボール大会、市民ミニバレー大会等）　

講習会等開催事業　　　２事業（陸上競技講習会、軽スポーツ指導者派遣事業）

　振興奨励事業
   　 ２事業（パークゴルフ奨励事業、少年スケート奨励事業）
  ４  文化振興経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ５社会教育費)
　　　　小学校合同芸術祭

　　　　　期　日　　平成１４年１０月２５日

　　　　　会　場　　市民会館大ホール

　　　　　参加校　　９校

　　　　中学校音楽祭

　　　　　期　日　　平成１４年１０月１０日

　　　　　会　場　　市民会館大ホール

　　　　　参加校　　５校
  ５  三市合同文化事業負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ５社会教育費)
三市合同文化事業を実施し、地域文化の向上と文化ネットワークを形成する。

· 登別市

・富良野塾演劇セミナー

　　　内　　　容　　三市高校生への演劇指導

講　　　師　　納谷真大、森上千絵
　・演劇集団モダンスイマーズによるワークショップと公演

　　　内　　　容　　登別南高校演劇部への指導

演劇公演「ハイポキシック.春」（市民会館大ホール　観客５６０人）　

· 室蘭市

和太鼓クリニック、吹奏楽クリニック

· 伊達市

どさんこミドルエイジバンドコンテスト、西胆振地区合唱団とボニージャックス合同公演
  ６  文化財保護経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ５社会教育費)
　　　　・文化財審議会の開催　委員６名、年４回開催

　　　　　　市外類似施設の視察（南茅部町大船Ｃ遺跡）、市内文化財パトロール等

　　　　・北海道教育委員会との協議　３回
７　知里幸恵生誕１００年記念プレ事業費　　　　　　　　　　　　　(２総務費 １総務管理費)
　　　知里幸恵の生誕１００年を翌年に控え、プレ事業を実施した。

· 知里幸恵・真志保ゆかりの地マップ作成（３８，０００部）

· 知里幸恵の墓・金成マツの碑説明板の設置（富浦旧墓地内）

· 知里幸恵・知里真志保ゆかりの地案内板の設置（ＪＲ登別駅前）

· 知里幸恵編訳「アイヌ神謡集」序文記載板の設置（ＪＲ登別駅前）

· 知里幸恵の墓・金成マツの碑誘導板の設置（４箇所）

· 木村弓コンサート（平成１４年９月１４日　登別市民会館）

８　市民会館設備・備品整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ５社会教育費)
　　市民会館は開館後１９年を経過し、設備、備品が老朽化したため整備した。

　　　大ホール舞台吊物設備補修工事（舞台装置のワイヤーロープ取替）

　　　中ホール舞台板張替（舞台天板の補修）

　　　モニター用カメラ、テレビ更新（大ホールモニターカメラ更新、モニターテレビ３台更新）

第5節 スポーツを通じて健康で活力ある生活をめざす
	・　各種スポーツ大会を開催するなど、市民が気軽にスポーツを楽しむことのできる機会の充実を図るとともに、競技団体と連携して各種大会の招へいに努めた。

・　文化・スポーツ振興計画策定のため、アンケート調査を実施した。


  １  胆振管内スポーツフェスタ参加経費　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ６保健体育費)
第２回胆振管内スポーツフェスタ夏季大会

期    日　平成１４年７月７日

場    所　伊達市内　８会場

種　　目　卓球、ソフトテニス、バドミントン、ゲートボール、ミニバレーボール、パークゴルフ、ウォーキング

参加者数　登別市　７５人　（胆振管内　１,１２８人）

第２回胆振管内スポーツフェスタ冬季大会（スキー競技）

期    日　平成１５年２月１１日

場    所　登別市カルルス　サンライバスキー場

参加者数　登別市　１８人　（胆振管内　１０１人）
  ２  スポーツ少年団育成助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ６保健体育費)
加盟団体　２３団体（８種目）　　４３５人（うち指導者９４人）

事業内容　・スポーツ少年団育成　　・リーダー養成　　　・地域交流

・競技別交流会の参加　　・単位団体事業助成　・姉妹都市との交流推進　等
  ３  体育協会助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ６保健体育費)
加盟団体   １９団体

事業内容　・加盟団体事業の支援　　・指導者の育成強化　　・表彰

・胆振管内スポーツフェスタの参加　・スポーツ交流の促進　
  　　　　　　　　・賛助会員の登録促進　　・関係団体事業の協賛　　等

４  児童生徒スポーツ振興助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ６保健体育費)
登別市児童生徒スポーツ振興助成金

助成件数　　全国大会　  １６件　５７人　　／  　北海道大会　７６件　７３０人
  ５  三市スポーツ大会事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ６保健体育費)
三市広域行政における小学生を対象とした青少年健全育成事業の一環として実施した。

　陸上競技大会（夏季）

  　期    日　平成１４年８月６日

  　場    所　室蘭市入江陸上競技場

  　参加者数　登別市１０８人

　ドッジボール（冬季）

  　期    日　平成１５年２月２日

  　場    所　伊達市西小学校

参加者数　登別市３５人
　６  体育振興・体育指導委員会経費　　　　　　　　　　　　　　　　(10教育費 ６保健体育費)
スポーツ団体に対する指導や大会開催への支援のほか、前年に引き続きスポーツ合宿の誘致をしたほか、体育指導員を研修会等に参加させ資質の向上に努めた。

○体育振興　　　　・スポーツ団体への指導　　・スポーツ合宿の支援

○体育指導委員会（委員１５人）　　定例会、市民ラジオ体操会、市民体力テスト会、

各種研修会への参加
７  学校開放事業　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10教育費 ６保健体育費）

スポーツを通じた市民の健康増進と交流を図った。

屋内体育館

開 放 校　１０校

開放期間　平成１４年５月１５日～平成１５年２月２８日（夏休み・冬休み等除く）

利用団体　２，０９７団体

利用者数　２９，０７３人

学校プール

開 放 校　２校

開放日数　延２５日

利用者数　１，１７２人
８  文化・スポーツ振興計画策定経費　　　　　　　　　　　　　　　（10教育費 ６保健体育費）

市民の文化・スポーツに対するニーズを把握するため、アンケート調査を実施

　調査対象者数　２，０６８件　回収数　７７７件　回収率　３７％
９　スポーツ合宿支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　（10教育費 ６保健体育費）

　　　　　　ＵＦＪ銀行女子陸上競技部登別合宿

　　　　　　期　　間　平成１４年６月２４日～７月１０日

　　　　　　場　　所　陸上競技場、市民プール、しんた２１、ソーシャルグリーン

１０　新市民プール建設事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10教育費 ６保健体育費）

　　　　市民が年間を通して水と親しみ、健康でいきいきとした生活を送ることができるよう、現

　　　市民プールに替わる新たな健康増進施設を建設する。

　　　　　　基本設計委託、地質調査、地形測量、実施設計

第6節 生涯学習を支える図書館機能を高める

	・　蔵書の充実を図るとともに、児童室だよりの発行、幼稚園児の読書感想画募集、図書館ホームページの充実など、図書館の持つ機能の拡充に努めた。


  １  図書館運営管理経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10教育費 ５社会教育費）

購入図書冊数　　    ６，０８１冊

蔵書冊数　　　　１２０，４５９冊

貸出登録者数　　    ７，５７０名

貸出冊数　　　　１８１，９７４冊

相互貸借冊数　　　　１，８３７冊

主な実施行事・事業

　学校週５日制行事　絵本の読み聞かせ等　　　４７回　１，４４９人参加

　読書推奨事業　　　読書感想文コンクール等　１３回　　　９９１人参加

　新刊図書案内の発行（市内公共施設へ配布）　　毎月    ５５０部

　児童室だよりの発行（市内小学校等へ配布）　　毎月３，７００部

　団体貸出（幼稚園，学校，公共施設）　　　　　　　９，７４５冊貸出し

　鷲別配本所・登別配本所への配本（年４回入替）　２５，２９０冊貸出し

　移動図書館車への配本（随時入替）　　　　　　　１４，８７６冊貸出し
  ２  新図書館建設基金積立金 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　(10教育費 ５社会教育費)
新図書館の建設に向けて設立した基金に積立てを行った。
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